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安全な血液製剤の安定供給に資する適切な採血事業体制の構築に関する研究 

研究分担者 田野崎 隆二 慶應義塾大学医学部教授 

 

研究要旨：2024 年度は、前年に引き続き国内外の状況を整理し、新型コロナウイルス感染症(COVID-19)、変異

型クロイツヤコブ病(vCJD)、男性間性交渉者(MSM)、同種輸血歴を有するドナー等について、献血の適否につい

て検討し、厚生労働省血液事業部会安全技術調査会で本研究班の意見として提言を行った。 

                                                 
A．研究目的 

前 年 に 引 き 続 き 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症

(COVID-19)への対策や献血者の採血基準につい

て国内外の状況を整理し、血液製剤の安全性の向

上に寄与する提案を研究班としてまとめた。 

 

B. 研究方法 

国内外の状況を整理し、委員会等を通じて意見交

換を行い、献血基準の見直し、献血における採血基

準の検討を行った。 

 

C. 研究結果 

1. 新たに承認された新型コロナウイルスのワクチン接

種の採血制限について 

本邦において新たに承認された Meiji Seika ファル

マ社製の自己増殖型 mRNA ワクチン（レプリコンワク

チン）について、採血制限等についての方針につい

て意見を述べた。 

２. vCJDに関する採血制限について 

 vCJDについては、牛海綿状脳症(BSE)に感染した

牛由来の肉を食べることにより感染するが、輸血での

感染例の報告やヒト乾燥硬膜移植歴のある患者での

CJD発症の報告などから、本邦では2000年から、海

外地域別の滞在期間に基づき献血制限がされ、その

後見直しが十分されていなかった。他国での対応や

専門家の意見を踏まえ、リスクについて本研究班で改

めて検討し、臨床医の立場から、vCJDに関する献血

制限を撤廃することに賛意を表した。 

3．MSM に関する採血制限について 

 男性同士の性的接触歴のある人(MSM)等からの献

血制限がされている一方で、海外では個別リスク行為

による評価の基に、献血基準を規定する動きがある。

本邦においても、リスクの高い行為を問診項目に明記

することなどの案が日本赤十字社からも提案された。

これに対し、若年者に対する献血啓蒙活動も推進す

る中で、過激な表現は避けることが望ましいなどの意

見を述べた。 

４．輸血歴による採血制限について 

 これまでは同種血輸血歴や同種臓器移植歴のある

人は献血不適格としていたが、新たな検査項目や高

感度検査の導入も進んでいるため、輸血後、一定の

献血延期期間を設ければ、献血を受け入れることは

可能ではないかと意見を述べた。結論として、国内で

の献血歴については、輸血後一定期間を過ぎれば

献血適格としてよいとの研究班の総和が得られた。 

５．成分献血の採血量や間隔について 

 全血採血で採血量基準の変更はすぐには難しいも

のの、成分採血については世界中でその基準が様々

である。これについては情報収集等を進めている最

中である。特に、新興・再興感染症勃発時などにどの

ような体制の下に、どのような対象で回復者血漿等の

採血を実施しうるかについて、具体的な青写真を提

示できるように検討中である。 

 

D.考察 

 特に COVID-19、ｖＣＪＤ、ＭＳＭ等の感染症に関連

した採血制限については本研究班の総意が得られて

いるので、今後は慎重に導入を図り、支障ないように

監視をしていく必要がある。 

 

E. 結論 

本研究班において、最新の国内外の知見を基に、採

血基準の変更についての提案を行った。引き続き、フ

ォローアップが必要である。 
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